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研究の目的

　コンピュータネットワーキングの進展により、大

規模な情報（知識とデータ）の共有や再利用が可能

となった。データベースに対するニーズが増加する

につれ、それらに蓄積されているデータを有効に活

用してデータ群の背後にある法則や因果関係を分析／

抽出する専門家の不足が指摘されている。このよう

な動きの中で、データベースからルールや因果関係

などの知識を発見／マイニングするシステムの必要性

が高まっている。しかし、知識発見／データマイニン

グ（Knowledge　Discovery　and　Data　Mining、　KDD

と略記）に関する研究は開始されてから日が浅く、

実世界のデータベースの“複雑性や大規模性、不完

全性と曖昧性、動的性、多様性”などの特性に体系的に

対応できるシステムはまだ開発されていない。本研究

は、実世界のデータベースの複雑性や大規模性などの

特性を考慮した並列分散協調型マルチデータベース

マイニングシステムの研究・開発を目的とする。

研究の成果

　本研究は、順調に進行しており、既にデータベー

スからの知識発見のための多戦略学習・分散協調方

式のモデルを構築した。これに基づいて、以下の四

つの面から具体的な結果が出始めている。

●自律知識発見エージェントの社会のマルチレベル

　の構造。

　多種学習エージェントの協調利用や多学習段階で連

　続、及び並列分散協調処理できる知識発見プロセス

　を動的に構成できる発見システムのマルチレベルの

　構造を確立した。これにより、自律性及び汎用性をと

　もに増大させるようになる。更に自律的発見とイン

　タラクション発見を統合するシステムが構築できる。

●知識発見プロセスのプランニング・組織化の方式。

　知識発見の目的に応じて環境の認識またはヒュー

寧：（Ning　Zhong）

　マン・コンピュータインタラクションによる自律

　的知識発見プロセスをプランニング・組織化する

　方式を開発した。ことにより、ネットワークで結

　合された任意の計算機上に多種学習エージェント

　を動的に生成でき、更に動的に生成されたマルチ

　エージェント問の通信交渉・分散協調利用などを

　制御し、複雑な発見目標を達成できる。

●ハイブリッド知能モデルによるルール発見法。

演繹、帰納、アブダクションの推論過程と確率過

程との対応関係を見つけ、遷移確率行列及びその

　コネクショニズトネットワークの表現を通して、

　記号処理と非記号処理の手法と機能を一体化させ

　る「ハイブリッド知能モデル」を開発した。これ

　により、大規模データベースからの知識発見のた

　めの新しいパラダイムを確立し、知識マイニング

　システムを構築している。また、ラフ集合理論や

　ファジィ論理などのソフトコンピューティング技

術、帰納論理プログラミング技術を利用すること

　によって、提案された「ハイブリッド知能モデル」

　を制約し、効率化する方法を開発している。

●マルチデータベースマイニングの方式。

　ある発見の目的に応じて、データベースリバース

　エンジニアリング（Database　Reverse　Engineer－

　ing）、グラニューラコンピューティング（Granular

Computing）、知識指向相関性分析などの技術によ

　り、マルチデータベース間の相関性を見つけ、マ

ルチデータベースに隠れている概念モデルを発見

　し、拡張したERモテルによる表現する方式を開発

　した。また、拡張したERモテルから「相関ルール」

　の表現へ変換する方法を開発している。

産業技術への貢献

　新しい多戦略学習・分散協調方式、ハイブリッド

モデル、マルチデータベースの構造化の技術を基に、
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大規模データベースからの知識マイニング・科学的

発見システムを構築することにより、実世界の問題

の取扱いに向かって、現状のデータ処理および知識

処理の技術をブレークスルーするような、大規模・

複雑な処理を可能とする技術、更に各機械学習の要

素技術がインフラとして使用されるために必要な相

互運用性の向上に関する技術の発展に貢献する。
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